














































































ついでサン・アヌーシャパティ sang Anusapatiが王（ラトゥ ratu）を継い
だ。シャカ1170年である。
言い伝えでは，しばらくして，ケン・アンロク Ken Angrokの第二夫人


















































































































ハ Bhatara Narasinghaという名で，ラトゥ・アンガバヤ ratu angabhayaにな
った。二人は互いに尊敬しあい，不和が生じることがなかった。
バターラ・ウィシュヌワルダナはシャカ1193年，北チャング Canggu lor















アジ・クルタナガラ Aji Kertanagara はバターラ・シワブッダ Bhatara
Siwabuddhaという即位名で王（プラブ）になった。












































ヤ・ディカラ Arya dikara，バニャク・カプク Banak kapuk，ランガ・ラウェ
Rangga lawe，プダン Pedang，ソラ Sola，ダンディ Dangdi，ガジャ・パゴン












































































































































































































































































binihaji（スリル selir〔側室]）とされ，姉の方のダラ・ジンガ Dara jinggaは
デーワ〔神の末裔，王族〕と結婚し，マラユの王トゥハン・ジャナカ Tuhan
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Janakaの母親となった。このマラユ王のカシルカシル kasirkasir〔？〕はシ
ュリー・マルワデーワ Sri Marmadewaであり，即位名はアジ・マントロロ
ト Aji Mantrolotといった。
マラユ遠征とトゥマプル陥落は同じシャカ1197〔Ad 1275〕年におこった。
アジ・ジャヤ・カトンはシャカ1198年にダハで王（ラトゥ）になった。アジ
・ジャヤ・カトンはジュンガル Junggaluhに至って，キドゥン kidung〔詩〕
『ウキル・ポラマンWukir Polaman（養魚池の丘)』を詠み，それが完成する
と死去した。
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